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　１月７日、役場庁舎で交通指導隊（坂本專太郎隊長）と防犯指導隊
（髙橋一彦隊長）による初出式が行われ、両隊員あわせて約30名が出
席しました。式では松田町長が「今年は合併10周年を迎える節目の年。
町民の皆さんが安全・安心の町と実感できるようこれからも活動して
もらいたい」と訓辞を述べました。続いて、美郷交番の石川和彦所長
が町内の交通事故や犯罪の発生状況を説明し、「事件・事故の抑止の
ための基本事項は、災害対策でも用いられる自助、共助、公助に相当
する。美郷町の安全意識が高いという声が多く聞かれるよう皆さんの
協力をお願いしたい」と呼び掛けました。
　出席者は、交通安全や防犯活動への決意を新たに、今年の活動をス
タートさせました。

交通指導隊・防犯指導隊初出式
交通安全・防犯活動の決意新たに

　１月21日、プロバスケットボールチームの秋田ノーザンハピネッツの選手が
仙南小学校を訪問し、６年生37名にスポーツの楽しさやプロとしての考え方な
どについて講演しました。同チームと秋田県が行っているこの学校訪問は、県
内の小学校の児童とのふれあいを通じてスポーツへの興味、意欲を引き出すこ
とを目的として行っています。
　今回訪問したのは菅澤紀行選手。菅澤選手は子どものころに打ち込んだバス
ケットボールが仕事になっていることを挙げ、「遊びでも勉強でも、自分の好
きなことに打ち込むことは大事。素直な気持ちを持って、何にでも挑戦してほ
しい」と呼び掛けました。講演後には、子どもたちからの質問に一つひとつ丁
寧に答えたり、記念撮影を行うなど、プロスポーツ選手とのふれあいに子ども
たちは満面の笑みを見せていました。

秋田ノーザンハピネッツの選手が仙南小学校訪問
スポーツの楽しさを学ぶ

　１月１日、美郷中学校相撲道場で美郷町相撲連盟（伊藤福章会
長）が主催する新年初稽古が行われ、会員や町内の小中高生など約
30名が参加しました。最初に神事が行われ、相撲道の精進と安全
を祈願。四股踏みやすり足などの基本稽古で体を温めた後は、本番
さながらの取組を行いました。小中学生が先輩力士の胸を借りる場
面もあり、力いっぱいぶつかり合う音が道場内に響き渡りました。

美郷町相撲連盟新年初稽古
元旦に精進を誓う

　１月２日、満100歳の誕生日を迎えた髙橋キヨノさんのもとを松田町長が
訪れ、長寿祝い金を手渡しました。贈呈式には親族や施設利用者の皆さんが
出席し、満100歳を祝福しました。職員から手作りケーキが手渡されると、
高橋さんは大変喜んでいる様子でした。食べ物の好き嫌いはなく何でも残さ
ずに食べ、演芸訪問の踊りを見るのが楽しみの一つだそうです。髙橋さん、
これからもお体に気を付けて、ご長寿を重ねてください。

　１月11日から13日にかけて、後三年スキー場で町主催のスキー教室が行わ
れ、町内の小学校１年生から３年生の児童約70名が参加しました。子どもた
ちは、町スキー連盟の皆さんの指導のもと元気に斜面を滑り、スキーの腕前を
上達させていました。
　後三年スキー場は料金無料のスキー場です。どうぞお気軽にご利用ください。

髙橋キヨノさんが満１００歳に
ご長寿おめでとうございます

後三年スキー場で「スキー教室」
上手に滑れるようになったよ

【スキー場の利用について】
問●後三年スキー場　☎0187（83）2707

広報美郷
2014.2 12



松田町長に答申書を手渡す佐藤健良会長▶
（写真中央）と中野龍太郎副会長（写真右）

風

MISATO TOPICS

　現在の美郷町簡易水道料金は、町村合併前に設定された３種類の料金体系
となっています。これを統一するため、平成25年３月に地域有識者代表ら
９名からなる「簡易水道料金検討委員会」を設置。計６回の審議を行い、平
成25年12月には佐藤健良会長と中野龍太郎副会長が役場庁舎を訪れ、松田
町長に答申書が手渡されました。
　町では、答申に沿った内容で一定年数をかけて段階的に料金統一すること
とし、料金統一化日程と併せて施設更新計画を作成中です。

簡易水道料金検討委員会から町へ答申
水道料金の統一に向けて
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